
「きょういく」とは       

 

  教育とはいつまで、どのように行われるものだろうか。日本では、「義務教育」という

名で小学校、中学校、そして多くの人が高等学校、大学と教育を受ける機会を得ている。ま

た社会に出た後でも本人の意思で教育を受ける機会を設けることが可能である。それは通

常学級・学校も特別支援学級・学校も同じである。しかし特に環境設定が大切である重度・

重複障害がある人が教育を受ける機会は限られているのではないかと感じる。特別支援学

校においても重複障害の子どもがいずれかの障害種の特別支援学校に在籍する場合や特別

支援学校卒業後も重症児に合う施設への通所が難しい場合が多くあり、本人に合った教育

が受け得られていないのではないだろうか。本来必要な重度・重複生涯のある人に合った教

育とはどのようなものなのだろうか。それは「一人一人の人間としての発達を促し、その能

力を十分にのばしていくこと」だと思う。ひとりひとり異なるが、医療福祉教育が一体とな

って行われることが不可欠であると思われる。 
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医療の発達により教育の選択肢も増えてきたように、今後も増えていくのではないかと考

える。それにより自宅の限られた空間・人のみでなく外部との交流の機会を得、社会的刺激

を受けやすく、生涯を通して教育を受けることができるようになるのだと思う。「学校」と

名がついたところのみが教育を行っているわけではない。教育とはその人を想うことで期

限なく当たり前の権利として日常的に行われるものではないのであろうか。 

 

 

 

 

 


